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達 成 状 況 評価 考 察 評価

Ａ

教員の授業実践力が向上し，生徒の興味・関
心・意欲を高め,わかる授業が展開されるととも
に，学級全体が学習へ向かう態度が向上し，
生徒の自己学習力が向上している。

Ｂ
工夫のあるわかる授業が展開され,思考・判
断・表現する力を育成する場面では,生徒は意
欲的に授業を受けている。

Ｃ
工夫のあるわかる授業が展開され,聞く・考え
る・表現する場面では,生徒はそれに従って落
ち着いて授業を受けている。

Ｄ
授業への取組に個人差がみられ,集中力に欠
ける生徒が見られる。

Ａ

各教科担任および各学年で家庭学習課題の
提示と確認・評価を継続して行い,家庭学習習
慣が定着している。（平日９０分超,テスト期間１
２０分超）

Ｂ

家庭学習の提示と確認・評価を継続している
が,生徒の家庭学習時間にバラツキがありが,
全体としては家庭学習が習慣化している。（平
日６０分超,テスト期間９０分以上）

Ｃ
家庭学習の定着が不十分であり,全体として家
庭学習が停滞傾向である。（平日６０分未満,テ
スト期間９０分未満）

Ｄ
家庭学習の重要性を意識せず,全体として家庭
学習時間が不足しており,習慣化にはほど遠
い。（テスト期間でさえ６０分未満）
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評価
項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標 取組・成果指標 評　　価　　基　　準
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①
学
習
指
導

確かな
学力の
育成

　授業を中心とし
た,生徒の興味・関
心・意欲が高まる,
しかもわかる授業
を展開する。支
援・援助の必要と
する授業内容で
は,ＴＴ指導や学習
支援員の効果的
な活用できめ細か
な指導を目指す。
また,授業教材研
究に努め,ワーク
シートや資料の工
夫,ICT教育機器の
有効な活用を図
る。学力を高める
上で,家庭学習課
題や課題プリント・
副教材の演習問
題など積極的に提
示し,実施の有無
の確認や評価を
必ず実施する。

生徒の興味・関
心・意欲が高まる,
わかる授業づくり
に取り組む。ＴＴ指
導や学習支援員
の積極的な活用と
授業教材やICT教
育機器の有効活
用を取り入れる。

最初に「めあて」を提示
して授業に臨み,説明を
聞く場面,思考する場
面,表現や発表する場
面を明確にし,生徒が
授業で,思考・判断・表
現する力を育成する。
授業の終わりでは「自
己の振り返り」を行うこ
とで,授業理解度や自
己課題をはっきりさせ,
家庭学習や次時の授
業につなげていく。

　研究部が示している授業のはじめに「学習のめあて」を提
示することで、授業の内容を明確にし、学習意欲を高め、終
わりの「振り返り」をすることで、授業内容の理解度や学習意
欲の自己評価をさせた。それらのことが次の授業や家庭学
習にいかされ、実りある江津中の授業スタイルの確立をさら
に高めていった。
　今年度は、緊急事態宣言中の臨時休校になったときの未
学習分の解消を急ぎ、理解が不十分なまま進むことを予防
するために、昨年度以上にわかる授業づくりを心がけた。各
教科間での情報交換、綿密な教材研究、家庭学習につな
がるわかりやすい授業ワークシートや演習問題プリントの工
夫と作成、副教材等の資料、実物投影機や教具を活用した
授業を実践してきた。
　各教科間では、公開授業と授業研究を実施することで、教
員の授業力向上を図った。また、積み重ねの教科や実技を
伴う教科では、ＴＴ指導や学校支援員の活用を図り、よりき
め細かな指導が行き届くように心がけた。
　言語活動を充実させる思考力、判断力、表現力を育成す
るために、学習内容に応じて、言語活動場面を取り入れ、既
習の知識・技能を活用して自分の考えをもち、根拠を挙げな
がら記述したり、ホワイトボードや実物投影機などを使用して
発表し合ったりすることで、より深い理解へと導いていった。

B

　「学習のめあて」の提示と、「振り返り」の実施
により、生徒へ自己評価を求める方法が実践さ
れ、本校の授業スタイルが確立されてきているよ
うだ。ティームティーチングや支援員等の活用
により、生徒に対してきめ細やかな指導が行き
届いている様子がうかがえる。
　今年度はコロナ禍の中，臨時休業や予定変更
など例年とは異なる対応が必要となり，授業の
進め方に非常に苦心されたが，公開授業や教
材研究，副教材や教具の活用の工夫など，昨
年以上に生徒に分かる授業づくりを心掛けら
れ，十分成果が表れていることは大いに評価で
きる。臨休が続いた中でも，授業時数や単元を
計画的に実施されたことに感心した。生徒からも
授業の進め方や内容がよくわかるとの声も多く，
教員同士でコミュニケーションを図り、生徒の学
力向上に努め、昨年度以上に意欲的に教育に
対して実践している。学ぶことの楽しさももちろ
ん大切だが，なぜ学ぶのか，将来の人生にどの
ように役立っていくのかを理解できるような授業
展開もぜひお願いしたい。

A

　引き続き、全ての授業で「学習のねら
い」を明確に提示し、「振り返り」を大切
にすることを継続する。そのことを通し
て江中授業スタイルの確立していく。
　また、わかる授業を進める上で重要な
教材研究に力を入れていき、教員相互
の情報交換、Ｔ２及び支援員との連携
などにも力を入れていく。話し合い活動
で自分の考えを伝え合い、深め広げる
授業づくりを通して、生徒の「学ぶこと
の楽しさ」を高めていく。
  「学び」を知識や技術の習得、学校教
育だけで閉じることがないように、社会
に開かれた学びになるようにキャリヤ教
育も引き続き力を入れて推進していく。

学力向上につな
がる家庭学習の
充実を図るため
に,学校で作成し
た「学習の手引
き」や各教科で出
されている「家庭
学習のあり方」を
もとに,家庭学習
への意識を高め
る。また,生徒が積
極的に家庭学習
に取り組めるよう
に各学年および
各教科で家庭学
習課題の提示と
確認・評価を継続
する。

学力向上を図るための
家庭学習を習慣化させ
る。
①各教科の家庭学習
課題を提示する。
②各学年の自学ノート
の取組の充実を図る。
③定期・習熟度テスト
への家庭学習取組表
の実施を行う。
④家庭学習調査を行
い，毎日の学習時間目
標を平均９０分以上と
する。ただし、テスト期
間中は１２０分以上を
めざす。

　自学ノートの取組は、今年度も全学年で実施した。各学年
部教員または学習指導員が毎日チェックや激励をし、継続
できるように支援をした。そして、継続することで家庭学習の
重要性を伝え、自学ノートの取組を家庭学習として習慣化さ
ることができた。
　授業では学習効果を高めるために、次時の授業内容を授
業終了時に提示し、予習をうながした。また、授業内容の確
実な定着のために、副教材の課題を提示し確認したり、課
題プリントを配布したりした。さらに今年度は、３学期の１月に
５教科において実施していた単元テストを中間テストに位置
づけ、１、２年生で実施した。部活動を中止して家庭学習の
時間を確保し、２学期の期末テストからの期間も短く、気持ち
を緩めることなく、単元テストより意欲的に取り取り組むことが
できた。
　家庭学習時間調査【資料1】は、今年度も１２月の県学力調
査直前に実施した。１年生では６４分、２年生では４１分、３年
生では９４分であった。昨年度の調査に比べ１年生で１分
増、２年生で２２分減、３年生で４分減となり、２年生のみ家
庭学習の時間が大幅に減っていることがわかった。３年生
が、他学年と比べて多いのは、部活動もなく、進路希望決定
の時期でもあり、受験に向けて学習時間が多くなっているた
めと思われる。しかし、２年生は昨年の２年生と比べても、自
分たちが１年生のときと比べても２０分近く減っており、テスト
期間でないときの学習に対する意欲のなさを表している。各
学年部及び各教科担任が積極的に家庭学習の課題を提示
するのはもちろんであるが、実施の有無の確認とその評価を
し、していない生徒には補充学習や補充課題プリントの提供
が必要だと思われる。特に２年生に対してはより一層家庭学
習の課題を提示する必要を感じるが、実態に応じてできそう
な量、質を考慮する必要がある。家庭学習が充実すればそ
の効果が授業でも発揮できるので、具体的な方策を生徒に
示し取り組ませたい。

B

　ここ数年継続して行っている自学ノートの取り
組みは，生徒に家庭学習の重要性を伝えること
ができ、その定着化が進んでいることがわかる。
3年生の家庭学習については言われなくても自
分で計画的に勉強している割合が大きく伸びて
いてすばらしい。家庭での予習・復習がしっかり
できていることで，生徒が次の授業にスムーズ
に入っていけるので教師には継続して支援して
ほしい。本年度は臨時休業があり，また部活も
中止の時期が長くあり，家庭で学習する時間が
多かった。各自計画を立てて学習に取り組んだ
ことは家庭学習の習慣づけの良いきっかけに
なったのではないかと思う。
　資料から現1年生はよく家庭学習をしているよ
うだが，2年生の家庭学習への取組は、データを
見る限りかなり物足りない。生徒の家庭学習の
取り組み方にも問題があるとは思うが、無理のな
い範囲で補習や宿題を継続して提供することが
必要と思われる。例年2年生は家庭学習時間が
少ない傾向にあるが，今年は数字的にも顕著に
表れている。来年度は3年生。今一度家庭学習
の重要性を徹底して教える必要がある。
　県の学力調査の「生徒がやってきた宿題を丁
寧に見て返してくれる」という項目の肯定的な数
値が昨年度より大幅に減少している。生徒の意
欲を削ぐようなことはせずに，一人一人に対して
よりきめ細かな対応を切に願う。

B

　 自学ノートについては、今年度途中
から学習指導員が毎日チェックをして
いる。今までは、学年部でチェックをし
ていたため、指導員と学年部との情報
交換も必要があると感じている。頑張っ
ている生徒を学年部の教員に伝えても
らい、声をかけることで意欲の向上につ
ながると考える。
　また、家庭学習の時間が少ない生徒
については、昼休憩や放課後に時間を
取って個別指導や補習ができればいい
と考えている。長期休業中や３年生の
部活動が終わった２学期から時間のと
れるところで考えていきたい。進路に向
けて力をつけていくという意識を高めて
いくことと、少しでも勉強がわかるという
体験をさせることで、意欲の向上につな
げたい。
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Ａ
人権集会や人権講演会を通して、生徒が個性
を尊重した生き方について考える。江津中人
権宣言が完成し、それを意識して行動する。

Ｂ
人権集会や人権講演会を計画的に実施。人権
宣言が完成する。

Ｃ
人権集会や人権講演会の内容が生徒の実態
と合わない。人権宣言が不完全にしかできな
い。

Ｄ
人権集会や人権講演会が実施できない。人権
宣言が完成しない。

Ａ
図書館利用が増加し，家読が定着（家読３０分
以上）

Ｂ
図書館利用が増加し，家読が習慣化（家読１０
～２０分）

Ｃ
図書館利用が増加したが，家読が不十分（１０
分未満）

Ｄ
図書館利用が増加せず，家読も不十分（１０分
未満）

①
学
習
指
導

人権・同
和教育
の推進

一人一人が認め
られ，差別や偏見
を許さない人権感
覚と実践力を養
い，いじめのない
学校をつくる。

自他の人権を尊
重し「差別をしな
い生き方」ができ
る力を育てるため
に，人権集会や人
権講演会、人権宣
言づくりを通して、
生徒が考える場を
設定する。

・人の個性を認め，助
け合いながら生活して
いくことについて考える
きっかけとなる場とし
て、人権集会や人権講
演会を実施する。
・生活しやすい江津中
になるように、江津中
の人権宣言をつくる。
・日常の生徒の様子に
応じた指導、助言をす
る。

　代議員会の生徒を中心に全校で取り組み、江津中学校の
人権宣言を完成することができた。生徒会のスローガンから
アンケートを実施し、全学級で学級単位での話し合い活動も
実施することができた。６条構成とし、５条は固定にし、最後
の１条は学級ごとの条文とした。最後の１条だけ、年度更新
とした点が、当初の計画の変更点である。人権宣言を意識し
た行動については、働きかけや指導が不十分だった。
　コロナ禍であったが、人権講演会は実施することができ
た。太田明夫さんに、「二番目の悪者について～絵本を通し
て人権を考える～」という演題でお話をしていただいた。生
徒からの質問も活発に出た。人権講演会後のアンケートで、
「これからの生活に活かしていく内容を見つけることができ
た。」と答えた生徒が１７１名おり、生徒の実態に適した人権
講演会が実施できたと思われる。
　人権宣言に関連した人権集会を実施予定だったが、感染
症予防のこともあり、学級単位の話し合い活動になってし
まった。代議員会主体で、全校生徒に人権に関係すること
を働きかけていくしくみは定着してきたので、さらに積極的な
指導方法を考えていくことが、来年度に向けての課題であ
る。

B

　一昨年からの課題となっていた人権宣言が，
生徒が中心となって完成したことは大変評価で
きる。生徒一人一人が人権に対して深く考え，
より一層人権に対する関心が高まったのではな
いかと思う。今後それが形骸化せず，継続した
取組となるように先生方の後押しをお願いした
い。またコロナ禍の中で多くの行事が中止を余
儀なくされる中、人権講演会を開催され、関係
の方々のご苦労が推察される。人権講演会の
際に，講師の方に生徒から質問が活発に出さ
れ，今後の生活に役立つヒントを得たと答えた
生徒も約7割もいた。真剣に自分たちのこととし
て人権問題に向き合っている姿が見られたのは
良い傾向である。
　アンケートでも「自分には良いところがあると思
う」，「人に認められていると思う」などの項目で
肯定的な意見が多く見られ，他者を思いやり，も
う一人の自分を見つめる優しい心を持った江中
生が多くいることに安心している。また今年度の
ような新型コロナ感染者に対する度を越した誹
謗中傷報道を見るにつけ，人権問題のテーマと
して生徒たちに考えさせるのも良いと思う。

B

　人権宣言は、固定の条文と年度更新
の条文があるため、集会の機会を作り、
更新の内容を考えることで意識を高め
ていきたい。また、代議員会を中心とし
た全校生徒への呼びかけを行っていく
ようにしたい。
　人権講演会は、人権週間に合わせて
実施する伝統があるので、大切にして
いきたいと考える。内容についても、生
徒だけでなく、教職員へのアンケート等
も実施し、課題意識につながる人権課
題をテーマとして設定していきたい。

学校図
書館・読
書活動
の推進

多様な価値観に
触れ，表現力や想
像力を育む読書
活動を推進する。

朝読書を継続して
行い，学校図書館
利用増を目指して
の読書推進活動
を充実する。

「利用しやすい図書館」
として，図書館利用者
の増加，家庭での読書
の習慣化を図る。教科
学習においての図書
館利用にも一層の活
用を推進していく。読
書ノートの活用を継続
することで、充実した読
書記録とする。

　 図書の貸し出し状況【資料2】を含む図書館の利用状況
は、例年同様充実している。図書の購入に関しては、授業
で活用できる本を取り入れることで、授業の充実にもつなげ
たいと考えてきた。また、生徒の要望を定期的に聞いて興味
関心をもっている本を購入し、利用したいと思える環境を整
えるよう今年度も工夫をしてきた。さらに、例年どおり、図書
館だよりや委員会活動での情報提供、季節や行事ごとのレ
イアウトの工夫をし、生徒が立ち寄りやすい環境づくりをして
きた。
　日頃から密になりやすい図書スペースであるが、今年度
は、新型コロナウィルスの感染予防の視点から、図書スペー
スでの授業は密になるため行うことができなかった。ソーシャ
ルディスタンスをとるため席も一つ空けて座るよう掲示をし、
コロナ禍の中でも、安全に利用できる図書館にしていく工夫
をしなければならない。
　家読については、今年度も学校として呼びかけを継続して
きた。アンケートの結果【資料3】から、「本を読むことが好き」
と答える生徒は、前年度の７７．５％とあまり変わりなく７７．
２％と多くいることがわかる。今年度は、コロナ禍の影響で家
にいる時間が多くなったが、「自宅で読書をする」と答えた生
徒は前年度の５８．５％とあまり変わらず、５７．２％であった。
また、給食の時は会話禁止ということで、給食を食べ終わっ
てから合掌するまでの時間、朝読書の続きで本を読んでい
る生徒が多く見られた。部活動や宿題等で忙しい中学生だ
が、寸暇を惜しんで本を読みたいと思っている生徒が多くい
る。読書以外にやることがある生徒や日頃本を読まない生徒
が、朝読書をとおして本に触れることで、本の面白さや読書
の良さに気づき、本を読むようになると考えている。これから
も、読書の啓発に力を入れていきたい。

B

　ここ数年の図書館利用状況の充実は喜ばしい
ことである。生徒が興味関心をもてるような本や
授業で活用できる本を積極的に購入されている
ことにより、利用しやすい図書館になっているの
だと思う。コロナ禍の中で密を回避した図書館
利用は工夫が必要となると思われるが対応をお
願いしたい。
　本を読むことが好きな生徒が多く，自宅で読
書をする生徒も半数以上いる。家庭内で過ごす
時間が増える中、その状況を「家読」の増加に
つなげる取組の継続を是非お願いしたい。スマ
ホなどの情報機器に囲まれている環境下でこの
数字は喜ばしい限りである。朝読書などの継続
した取り組みの現れだと思う。保護者にも家で
ゆっくりと読書に浸るような家庭環境を作ってい
ただきたい。
　読書を通して，語彙が豊富になり読解力が養
われ，情緒が育まれるという効用がある。ぜひ先
生方にこの時期に本を読むことがいかに大切か
を教えてほしい。また家庭内の読書環境を促進
していくためにも小中連携での家読週間の導入
はぜひ実践してほしい。

B

   家読が定着するよう今後も引き続き
取り組んでいきたい。学校としては、今
までのよう に朝読書の時間を取ること、
図書スペースの環境を整えること、本の
魅力を伝えること、授業を通して読書紹
介など本を紹介する機会をつくること
が、家読の定着につながると考える。家
読週間の導入を考えるのであれば、定
期テストの時期を考慮し、他の教科の
宿題を減らして時間の確保をした上
で、小学校との連携も考えていきたい。



達 成 状 況 評価 考 察 評価

評価
項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標 取組・成果指標 評　　価　　基　　準
自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

改 善 策

Ａ
各教科で工夫した「話し合い活動」を実施し，
思考力・判断力・表現力が向上

Ｂ 各教科で工夫した「話し合い活動」を実施

Ｃ ほとんどの教科で「話し合い活動」を実施

Ｄ 「話し合い活動」の実施が不十分だった。

Ａ
全学年において、ふるさと・キャリア教育を複
数回計画的に実施した。

Ｂ
ふるさと・キャリア教育を複数回実施した学年
と一回実施した学年があった。

Ｃ
各学年、ふるさと・キャリア教育を１回実施し
た。

Ｄ ふるさと・キャリア教育を実施できなかった。

①
学
習
指
導

言語活
動の充
実

「つながる力の育
成」のために各授
業で積極的に話し
合い活動を行い，
自分の考えを伝え
合い，深め広げる
授業づくりに取り
組み，思考力・判
断力・表現力の向
上をめざす。

各教科等で，自分
の考えをもち・伝
える手だての工
夫，話し合い活動
を通して考えを深
める手立ての工
夫をする。

全教科の授業で自分
の考えをもち，考えを
伝える場面の設定をす
る。そして，「話合いの
基本形」を活用して，
各教科である程度統
一した指導をすること
で，生徒のグルーブ討
議のスキルを向上させ
る。

　教員アンケートから、授業で「自分の考えを伝え合い，深
め広げられる話し合いの場の設定」が「できた」・「少しでき
た」教員は約８３％であった。各教科で授業改善は進んでき
ている。
　また、３年生の意識調査で「授業では、学級．やグループ
の中で自分たちで課題を立てて、その解決に向けて情報を
集め、話し合いながら整理して、発表するなどの学習活動に
取り組んでいると思う」の肯定的意見が２年の時から６６．７％
→７８．４％と増加している。
また、「生徒の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深
めたり、広げたりすることができていると思う」の肯定的意見
が２年の時から、７９．２％→８３．８％と増加している。
各教科で工夫した「話し合い活動」が実施された結果、３年
生はにおいては多くの場面で「自分の考えを深め、広げる」
ことができていると考えられる。
　データは３年生しかとれていないが、各教科の実践によっ
て、１・２年生も同じ様に力がついてきていると思われる。
　今後は、さらに生徒が「自分の考えを深め、広げる」ことが
できる授業展開を工夫し、それを各教科で共有するなどの
取組をしていきたい。

B

　授業において，「話し合いながら整理して発表
する活動をよく行っていると思う｝という生徒が増
えている。「自分の考えを深め広げる」話し合い
活動が各教科で実践され，生徒が授業の中で
意識しながら取り組んだ成果が生徒の自己評価
の向上傾向に表れている。引き続き授業内容を
工夫され、生徒一人一人が身につけるようお願
いしたい。また自分の意見だけでなく他者の意
見も理解し，尊重する力もぜひ身につけてほし
い。そうすることによってさらに自分の考えを深
め広げることができると思う。将来，生徒たちが
社会に出た時に絶対必要なスキルなので，先
生方の更なるご指導をお願いしたい。

B

　「ホワイトボード」・「話し合い活動の基
本型」などを活用した授業実践例を紹
介し，先生方が「自分の考えを伝え合
い，深め広げられる話し合いの場」の設
定の参考としてもらう。
　生徒が「考えを深める」ために，まず
は「理由をつけて意見をのべる」ことが
できるようにワークシートの工夫や考え
る時間の確保に取り組んでいく。
　さらに，授業規律の向上と他の意見も
尊重できる心の育成を生徒指導部や人
権・同和教育部と連携し日頃から取り組
んでいく。

②
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ

リ
ア
教
育

ふるさ
と・キャ
リア教
育の推
進

キャリア教育の体
制を整えるととも
に，将来に生きる
大きな夢や希望を
育む。「江津の明
日を創る人」を育
てるために，ふる
さと郷土・地域に
根ざした各種体験
活動を核とした取
組を推進する。

地域の教育資源
（ひと・もの・こと）
を有効に活用し，
各学年で系統
立ったふるさと・
キャリア教育を推
進する。

各学年で取り組む，本
町探訪，修学旅行の企
業訪問，事業所訪問，
福祉学習，上級学校調
べ，職場体験等の活動
が系統的に，より一層
充実するように努め
る。また，地域の「ひ
と・もの・こと」を活用す
ることで，地域の魅力
や課題の理解を進め
る。

　 第１学年においては、ふるさと・キャリア教育を計画的に実
施することができた。内容は学校給食に関連した地産地消、
本町探訪と新聞作り、江津で働く人の講話をもとにした職業
調べである。江津の良さを再確認し、自分の将来と関連させ
て考えることができた。
  第２学年の福祉学習では、市社会福祉協議会・ボランティ
アセンターの協力を得て、高齢者福祉について学習した。
認知症サポーター研修、高齢者疑似体験を通して高齢者へ
の理解を深めることができた。
　NPO法人キーパーソン２１による「わくわくエンジン発見プ
ログラム」を体験することで、自分自身についてみつめなお
し、自分の将来に向けて考えることができた。ふるさと探訪を
３月に実施する予定である。
　第３学年では、新型コロナ禍で心配な面もある中、市内４０
の事業所において職場体験を行わせていただくことができ
た。自分たちの住む「ふるさとごうつ」の人たちと関わりなが
ら、地域の方々の働く姿を見て、お話を聞いて、実際に自分
で体験することにより、働くことの大変さやおもしろさ、難しさ
など多くのことを学ぶことができた。この体験は、将来の自分
自身の生き方を考えるよい契機になったと同時に、ふるさと
ごうつの「ひと・もの・こと」の良さを再認識することができた。

B

　コロナ禍の影響を受け，外部との交流が限定
的の中，できる範囲で計画を実施できたことは
良かった。系統的なふるさと・キャリア教育はここ
数年出来ている。特に３学年の「職場体験」で
は、自己評価にあるように「ふるさとごうつ」の人
たちとの関わりの中で自己の将来像につながっ
たり、ふるさとの「ひと・もの・こと」の再認識がで
きたとのこと。故郷ごうつの「ひと・もの・こと」を体
験することによって，生徒たちが故郷に愛着を
持ち，将来江津の良き担い手になってくれる人
材になってくれればうれしい。
　職場体験は，コロナ禍の厳しい状況下でよく
実施できたと思う。学校側は各事業所と綿密に
事前打ち合わせをして，事業の趣旨をよく理解
してもらい，この体験が生徒の将来の糧になるよ
うにご指導していただきたい。
　地域との連携をより効果的に図るには，校区
内にある各コミュニティとの連携は欠かせないと
思う。コミュニティの代表者との情報交換を定期
的におこなってみてはどうか。両者にメリットがあ
ると思う。

B

　学校と地域を結ぶコーディネーターと
して、地元「てごねっと石見」のご協力
により、江津で働いている方々のお話
を聞いたり、生き方や働く意味について
考えたりと、自分の将来設計や進路決
定に向けて、自分なりの目標や価値観
をもって学習に臨むことができた。今後
も引き続き協力を要請していきたい。
　新型コロナウィルス感染拡大防止の
観点から、高齢者とふれあう機会や職
場体験の一部の事業所での体験が制
限された。すべての学年をとおして、感
染防止対策をしっかりと講じたうえでの
活動を考案していく必要がある。



達 成 状 況 評価 考 察 評価

評価
項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標 取組・成果指標 評　　価　　基　　準
自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

改 善 策

Ａ
生活習慣，規範意識が向上し，ネットトラブル
等が起きない

Ｂ 生活習慣，規範意識が向上

Ｃ 生活習慣，規範意識が向上せず

Ｄ 生活習慣，規範意識が下降

Ａ
積極的な健康管理により，健康に配慮した
朝食摂取が定着

Ｂ
自己の健康管理により，健康に配慮した朝
食摂取が習慣化

Ｃ自己の健康管理に努力が必要

Ｄ健康管理が不十分

④
健
康
の
増
進
・
体
力
の
向
上

③
生
徒
指
導

生徒指
導の充
実

教職員の共通理
解・協力体制によ
り，社会規範を遵
守する態度を育成
する。

躾教育を核とした
生活習慣の定着
とふるまい向上の
ため，生徒会と連
携しながら指導を
行う。

生徒会と連携したふる
まい向上等を推進し，
生徒の基本的生活習
慣，規範意識が向上す
る。
情報モラルについて
は，家庭への情報提供
し，特に「家庭内の約
束」の遵守をめざす。

　挨拶、返事、靴揃えを基本とし、年間を通じあらゆる機会で
繰り返し指導を行った。挨拶の声はまだ十分とは言えない
が、靴揃えは多くの生徒が意識して整えるようになり、良き伝
統として誇れるようになってきた。また、身だしなみについて
も多くの生徒がきちんと整えて生活し、落ち着いた学校生活
を送ることができた。
　不要物の持ち込みや反社会的な行動はなく、一人一人が
規範意識を持って生活することができていた。
　ネットトラブルについては、２学期に１件発生した。一時的
な感情で発信（発言）したことで、不快な思いをした生徒が
おり、家庭と連携しながら指導を行った。外部の専門家を招
き、学期に１回情報モラルについての講演を実施し、全校に
対してもモラルの向上を図った。一方、例年であればＰＴＡ
総会や地区懇談会等の機会を通じ、保護者に対しても啓発
を行っていたが、今年度についてはコロナウイルス感染拡大
防止の観点から実施することができなかった。「スマホ・イン
ターネットの家庭内の約束」が徐々に形骸化し、利用時間が
守られないなど保護者の意識はあまり高まっていないことが
課題である。

B

　「挨拶」「返事」「靴揃え」は継続した取り組みに
より，江中の良き伝統として誇れるようになってき
た。あいさつについては登下校時に，先に挨拶
してくれる生徒も多くみられて，とても好感が持
てる。学校での基本的な生活習慣はよくできて
いると感じるが、家庭内の生活では形骸化して
おり、PTAと連携して定期的に啓発活動を行うこ
とが必要不可欠である。
　また，継続的に行っている情報モラルへの取
組について，講演会を定期的に開き，講師の話
を生徒たちも真剣に聴き，ネットトラブルの被害
の実例や，ネット依存が学力や体力，体調に及
ぼす影響など大方の生徒は理解しているよう
だ。だが生まれたときから情報機器に囲まれて
育ってきた環境下では極端な規制をかけるのは
もう難しいのではないかとも思う。情報モラルに
関しては，家庭を巻き込んでの取組をしないと
改善はできないと考える。まず親が手本を見
せ，厳しい態度で臨んでもらわなければ学校側
がいくら指導しようが無理があると考える。PTAと
連携し，形骸化しつつある「家庭内の約束」を再
検討するとともに小学校とも連携を図り，家庭へ
の啓発を引き続き行ってほしい。またここ数年実
施しているノーメディア週間だが，効果がどれほ
ど上がったのかぜひデータがあれば示してほし
い。

B

　本校では、「挨拶」「返事」「靴揃え」を
継続して指導をしてきており、伝統化し
てきている。ただ、できているからよしと
するのではなく、生徒たちがこうしたこと
の良さを実感できる指導を行い、家庭と
も連携していきたい。
　情報機器の扱いについては、保護者
の意識が大きく反映する。今後もPTA
等との連携を行いながら、情報機器の
取り扱いや情報モラルについてルール
作りを進めていきたい。
 　また、ノーメディア週間のデータを経
年比較し分析していきたい。

学校保
健及び
食育の
推進

学校保健計画に
基づいて，生徒の
自己健康管理力
の向上を図る。ま
た，「食」に関する
正しい知識と望ま
しい食習慣を身に
つけさせる。

疾病予防等の指
導や「食」に関す
る指導を通して，
自己管理力の向
上と健やかで逞し
い心身の育成に
努める。

１日のスタートの要とな
る朝食摂取について，
昨年度までの朝食摂
取の取組を土台に，朝
食の内容の充実を図
るための取組を行う。
栄養教諭と連携をと
り，家庭科，学級活動
で指導した内容を長期
休業中に家庭で実践
する場を設定すること
で，生徒及び家庭への
啓発を行う。

　昨年度の取組で平日の朝食の喫食率はほぼ１００％で
あった。そこで今年度は、朝食の充実に向け冬季休業中に
全校生徒を対象に「朝食チャレンジ２０２０」という朝食に関
する課題を与えた。家庭科で１，２学期に行った朝食アン
ケートにより８割の生徒が毎日朝食を摂っていることが分
かった。昨年度より、喫食率がやや下がっているのは、調査
が休日を含んでいるからと考えられる。また、食事の内容を
見ると主食は７割の生徒がとっているが、主食＋主菜の生徒
は２割程度、主食＋副菜の生徒は１割強、主食＋主菜＋副
菜の生徒は２割強であった。これらの結果を受けて、冬季休
業中に朝食の栄養バランスを考えたチャレンジを行うこととし
た。
　生活が不規則になりがちな年末年始という時期であった
が、全体的には８割以上の生徒が自主的に取り組んでおり、
朝食に一品プラスする取組には６割以上の生徒が毎日取り
組んでいた。この取組を通して、普段の朝食に一品プラスす
るだけでも、生徒達は何を足すとよいかと考えたり、朝食を
摂るために起床時間を意識したりしたようである。また、自分
で味噌汁を作る、朝食の献立を自分で考えて調理する取組
では、「これまでの朝食の内容を見直すきっかけとなった」
「どんなものを食べればいいかが分かった」など、今後の朝
食の献立への意識付けになったと考える。保護者からも「親
子で朝食の大切さについて考えるよい機会になった」という
感想があった。
　健康を支える朝食への意識付けは高まったものの、定着
には時間がかかると思われる。今後、取組の内容や時期を
検討し、栄養士と連携を取りながら、指導する方法を考えた
い。

B

　家庭科の専門教員の方の着任により、専門性
の高い取組が実施され、効果が現れているよう
だ。
　「朝食チャレンジ2020」の取組は生徒の健康
の意識づけに大変良い試みであった。昨年度
疑問であった朝食の内容がアンケートにより明
らかとなり朝食の栄養バランスの悪さが浮き彫り
になった。その結果を受けて，冬休みに生徒自
ら朝食づくりに取り組み，朝食の重要性の意識
づけができたことは大いに評価できる。生徒が
朝食の重要性を意識していることは良い傾向で
あるが、栄養管理を考えた取組を定着させる必
要がある。家庭環境の影響もあるが，これをぜ
ひ継続的に行っていただき、すべての生徒が取
り組んでいけるような活動にしてもらえたら喜ば
しい。ぜひ小学校との連携も望む。

A

　朝食への意識を高めたり、内容の改
善につなげたりする取り組みは継続し
ていきたい。しかし、家庭の協力が必要
不可欠であり、生徒の朝食の内容把握
や家庭での実践を求める場合は、取り
組みやすい冬休み似設定するなど時
期と内容を考慮したい。
　また、栄養教諭の指導を仰ぎ、今年
度の味噌汁作りを学校で実習的に取り
組むなど栄養バランスへの意識付けを
していきたい。



達 成 状 況 評価 考 察 評価

評価
項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標 取組・成果指標 評　　価　　基　　準
自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

改 善 策

Ａ目標を立て計画的に健康・体力づくりを実
践

Ｂ計画的に健康・体力づくりを実践（３０分
以上）

Ｃ計画的に健康・体力づくりを実践（１５分
以上）

Ｄ健康・体力づくりが不十分（１０分未満）

Ａマニュアル改善，点検・修繕等を迅速に実
施し，安全推進

Ｂ
マニュアルの改善，点検・修繕等を迅速に
実施

Ｃ点検がきちんとでき，必要に応じ修繕・修
理

Ｄ
点検はきちんとできたが，修繕・修理が不
十分

Ａ危機回避の講話，実習等の実施で安全意識
が向上

Ｂ危機回避の講話，実習等を実施

Ｃ危機回避の講話，実習等を一部実施

Ｄ危機回避のための講話，実習が不十分

④
健
康
の
増
進
・
体
力
の
向
上

体力の
向上

体力向上に係る
体育的活動の推
進に努め，生涯に
渡る健康なライフ
スタイルづくりを推
進する。

運動の合理的で
豊かなな実践を通
して，運動の楽し
さや喜びを味わう
ことができるよう
にする。

健康なライフスタイル
を確立するため，家庭
での健康・体力づくりを
行う。
体育の授業に於いて
保健分野からの指導
など授業改善に努めて
いく。
長期休業前に，体力づ
くりの啓発を行い，家
庭との連携を図る。

　今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で休校があ
り、運動不足が心配された。４月の休校が決まったときに、体
育科で相談し、トレーニングや、トレーニング動画の紹介等
を行い、運動不足の予防に取り組んだ。また、記録用紙を設
けたことで、生徒が自分で計画を立て、運動に取り組めてい
た。
　２学期に、体育委員会で一週間の運動時間の実態調査を
行った。１年生が平均28分、２年生が平均19分、３年生が27
分という結果であり、特に２年生の運動時間が少ないことが
わかった。そこで、運動の種類やトレーニングの方法を示
し、再度調査を行った結果、１年生が平均33分、２年生が25
分、３年生が37分という結果であり、どの学年も運動を行う時
間が増えた。頻度まで指定しなかったため、平均的な時間
でみると増えているが、中には、１回の運動量が多く、残りの
数日は０分というものもいくつかあった。
　また、保健分野の授業では、資料選びを工夫し、生徒の実
態に合う授業を心がけることができた。今後も授業改善に努
めていきたい。
　今年度は、家で過ごす時間も多く、家庭にも協力してもら
い運動調査等を行うことができた。来年度は、さらに家庭と
の連携を深める方法を考えていきたい。

B

　今年のように家庭で過ごす時間が増えると生
活の中に運動をどんな形でどのくらい取り込む
か難しい。学校側の対応はよくできているが、長
期休暇での家庭との連携と生徒の意欲につな
がる工夫が必要と感じる。
　コロナ禍の影響で臨時休業や部活動自粛等
で運動不足が心配されたが，学校側の運動メ
ニューの提示や記録用紙の配付などの試みに
より，例年並みの健康・体力づくりを実施できた
ことは大いに評価できる。
　生徒自身も自分の健康・体力のことを自主的
に考え，また家庭の協力もあり率先して体力づ
くりに取り組んでいたことは喜ばしい。今年の取
組を土台として来年以降も計画的に生徒の健
康・体力づくりを実践してほしい。また部活動に
おける各種大会が中止・縮小され，目標を失い
かけていく中でも生徒たちは一生懸命頑張って
練習に励んでいた。この経験は来年以降必ず
成果となって表れると思う。

B

　昨年度同様、長期休業前の啓発を工
夫していき、家庭とさらに連携できる方
法を模索していきたい。例えば、記録
カードに保護者からのコメント欄を設け
るなどして、家庭にも協力してもらえるよ
うにしていきたい。
　また、生徒自身が主体的に運動する
習慣を身に付けさせることに重点を置
き、保健分野で運動の必要性や運動の
効果を積極的に伝えていけるようにした
い。さらに、体育分野で「体つくり運動」
「体力を高める運動」などを中心に、ト
レーニングだけでなく、家庭でもできる
ストレッチや軽運動を伝えていきたい。

⑤
安
全
管
理
・
指
導

学校安
全の推
進
安全対
応能力
の向上

安全で安心な危
機管理体制の確
立に努める。

危機管理マニュア
ルの改善ととも
に，毎月安全点検
を実施し危険箇所
の修理等を迅速
に行う。

危機管理マニュアルの
見直しと，毎月１５日の
安全点検実施に伴い，
点検・修繕・修理を迅
速に行う。
食物アレルギー対応
委員会を組織し，実態
と対応を把握する。

　築１２年になる校舎は、あらゆる所で破損・故障が見られる
ようになり、毎月定期的に実施している安全点検はもちろん
のこと、日々の生活の中で情報交換を密にし、点検・修繕に
努めている。今年度は昇降口の蛍光灯が点灯しなくなり，
LEDランプに交換してもらったが，経年劣化と暴風により，校
庭の防球ネットが大きく破損し，修繕を頻繁にしなければな
らない状態となっている。また，屋上に設置してあるエアコン
も暴風により破損し，交換修理が必要である。大型修繕であ
るため，市教委と連携しながら対応を進めていきたい。その
他にも水道や雨水ポンプの不具合など施設設備の故障が
多くなり，必要な修繕を市教委と連携しながら，できるだけ速
やかに進めていきたい。
　危機管理では、養護教諭を中心に新入生に関してもアレ
ルギー面談の時間を設けて、丁寧に対応するなど安心安全
な体制が構築されている。病気や様々な特性を抱える生徒
の理解に努め，その危機対応のための職員研修を行うこと
で，万一に備える体制づくりを確認することができた。
　また生徒の成績や文書の取り扱いなどについても，危機
管理の視点からマニュアルの中に盛り込み，危機管理マ
ニュアルを見直し，改善を図りたい。

B

　校舎の破損や故障が年を経るにつれて顕著
に見られるようになり危険な箇所も増えてきた。
校舎及び各種設備等の老朽化への対応は市
担当課との連携を保ち、生徒の安全への担保
に努めていただきたい。事故があった時には遅
いので、生徒や教職員の安全を守る観点から，
点検はより細かく頻繁に行ってほしい。また生徒
の目からの危険個所の調査も生徒会を中心に
取り組む必要性も感じる。
　食物アレルギーは命にもかかわる案件なの
で，アレルギーを持つ生徒たち一人一人に丁
寧に対応できたことは大変評価する。情報を早
期に把握し，保護者や小学校とも連携し，よりき
め細かな対応を望む。
　また今年，病気や様々な特性を抱える生徒に
対応すべく，教職員全体で研修を行い，万一の
場合を想定した体制づくりができたことは本人
やご家族の方も大変心強かったと思う。今後も
臨機応変で横断的な対応を望む。また個人情
報の取扱いも危機管理の一環として盛り込むこ
とは当然のことであり，パソコンのウィルス対策
等も万全の対応をお願いしたい。

B

　校舎の修繕箇所が年々増え，校庭の
防球ネットも破損が頻繁となっている。
危険回避の観点からも，市教委と連携
を密に取りながら，できるだけ早い修繕
を行うとともに，応急の対策についても
検討していきたい。
　危機管理については，マニュアルの
見直しを行うとともに，報告，連絡，相
談の徹底を図りたい。

安全意識を高め，
危機回避能力，危
機対応能力の向
上を目指す。

学校事故，交通事
故や薬物乱用等
の防止教育を徹
底する。

危機回避力習得のた
めの講話，実習等で，
生徒の安全意識の向
上を図る。特に，自転
車通学生の交通マ
ナーを遵守させる。消
防署等と連携した計画
的な避難訓練を実施
する。

　例年１学期に交通事故が多発するため、入学前の新入生
説明会でも自転車の乗り方について指導を行うとともに、事
前に練習を行うよう呼びかけを行った。また、入学直後に警
察の方を招き、講話を行うとともに、学校周辺での乗車練習
を行った。その成果もあってか、登下校時の交通事故（自動
車との接触）は１件であった。しかし、自身による転倒による
怪我は数件発生した。
　交通マナーについて、まだ並進や見えないところでのノー
ヘルがあるなど、まだ完全とは言えない点もあるため引き続
き安全指導を行っていきたい。
　避難訓練については、１学期は火災を想定した訓練を
行った。多くの生徒が真剣に取り組み、良好な避難態度で
あった。
　薬物乱用防止については、保健体育の授業で扱うととも
に、３年生については３学期に外部講師の方から講話をして
いただく予定である。

B

　年度当初の新1年生の自転車の運転は非常
に不慣れで危ない場面も例年多々見かける。通
学路での定期的な街頭指導の必要性を感じ
る。また校外については学校だけの指導に限界
があるので、家庭と地域が連携して、危機回避
の情報交換が必要と思われる。今年は自転車
による大きな事故がなかったことはまず一安心
である。交通事故が減ったことは指導の成果だ
と思うが，自転車乗車時のルールやマナーを守
るのはなぜかを生徒自身に気づいてもらいた
い。毎年自転車のマナー向上の指導をなされて
いるが，下校時や休日などで並進や一時停止
無視，ノーヘルなどの生徒を少なからず見かけ
る。地域の方からもご指摘があった。また通学路
の危険個所の把握を生徒や保護者も一緒に行
い，警察や行政への改善要望をするのも必要と
考える。
　避難訓練は，生徒も真剣に取り組んでいたこ
とは評価する。今後もいざというときに素早く行
動に移せるよう様々な場面を想定しながら実施
していただきたい。

B

　校外生活については、学校だけで指
導を行うのではなく、家庭や地域との連
携が欠かせない。通信や連絡メールの
さらなる活用などをし、情報発信に努め
たい。また、危険箇所の把握について
は、生徒や保護者からも情報を収集
し、市教委や警察など関係機関にも連
絡をしていきたい。



達 成 状 況 評価 考 察 評価

評価
項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標 取組・成果指標 評　　価　　基　　準
自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

改 善 策

Ａ個別の教育支援計画、指導計画を遂行し、
成果が表れた

Ｂ個別の教育支援計画・指導計画を実行した

Ｃ
個別の教育支援計画・指導計画を実行した
が、計画の改善が必要

Ｄ
個別の教育支援計画・指導計画を実行しな
かった

Ａ
月１回以上の定期的な連絡を行い，支援が
充実

Ｂ月１回以上の定期的な連絡

Ｃ学期に１回以上の連絡

Ｄ連携，連絡とも不十分

Ａ
１人１回以上の公開授業の実施により授業
力が向上

Ｂ１人１回以上の公開授業を実施

Ｃ公開授業を実施

Ｄ公開授業を実施できなかった

⑥
特
別
支
援
教
育

校内・個
別支援
体制の
充実

特別支援教育の
校内体制を整備
し，個別の教育
ニーズに対応した
指導・支援を充実
させる。

個別の指導計画
及び個別の教育
支援計画により，
支援を充実させ
る。

個別の指導計画や個
別の教育支援計画を
遂行する。

　通級指導教室利用者、特別支援学級在籍者及び保護者
から要望があった生徒を対象に個別の教育支援計画・個別
の指導計画を作成し、指導支援の充実を図った。個別の指
導計画については、毎学期ごとに担任が目標の作成や評価
を行い、特別支援教育コーディネーターで目標設定の仕
方、評価の観点等を個別に相談にのった。個別の指導計画
で設定した手立てが有効であった生徒がいる一方、あまり効
果が上がらなかった生徒もいた。実態把握の方法を再検討
し、効果が上がるよう一層の指導の充実をめざしたい。

B

　特別支援教育は長期的に取り組む必要があ
る。3年間しかない中でわずかでも有効であった
と評価できる取組があればすばらしい。様々な
ケースの支援を必要とする生徒は年々増加傾
向にある。そういう現状の中で，一人一人の生
徒に対して，将来の進路を見据えた個別の支
援計画を作成し実施しておられることは大変評
価できる。支援の効果が見られた生徒がいる一
方，あまり効果が上がらなかった生徒もいたのは
残念である。特別支援コーディネーターの指導
のもと早急な支援計画の練り直しを望む。また
個別支援の成果に関しては，保護者の協力が
あってこそなので個別の対応を慎重かつ丁寧に
行ってほしい。
　来年度以降もよりきめ細かな支援体制を構築
して，一人一人の生徒が学校生活を楽しく有意
義に送れるようお願いしたい。

B

来年度も引き続き、個別の教育支援計
画及び個別の指導計画を遂行したい。
特に作成にあたって本人、保護者の希
望を丁寧に聞き取った後、実態把握を
多角的な視点で行いたい。また、全教
職員への周知徹底、目標に対する達
成状況を学期途中で確認することによ
り、支援が適切に行われるような体制づ
くりをしたい。また、特別な支援を必要と
する生徒を学力テストや生活態度から
早期に把握し、素早い対応に繋げた
い。

　専門性を有する教員の配置により関係諸機関
との連携がより密になってきている。また医療・
福祉・教育関係者を招いてのケース会議を例年
よりも多く開催し，特別な教育的ニーズを持つ
生徒へのきめ細かい支援体制を構築できたこと
は大いに評価できる。また新たな支援を引き受
けてくれる機関との連携ができたことは大変な成
果である。また新任の特別支援学級担任に対し
ても関係諸機関との連携が充実しており，生徒
や保護者に安心して学校生活が送れていること
は素晴らしい。今後も生徒が安心して学校生活
を送るために関係諸機関との情報交換を活発
に行ってほしい。

B

来年度も地域の関係機関との連携を月
1回以上行いたい。特別な教育的ニー
ズのある生徒に対するケース会は現在
すべて特別支援教育コーディネーター
が関わっているが、学年主任を中心に
特別支援教育への意識が高まってきて
いることから、コーディネーターは同席
せずに学年部主体のものも開かれてい
くよう働きかけたい。そうして、今まで支
援の行き届かなかった生徒に対しても
関係機関との連携を推進させたい。

関係機
関との
連携、
他校と
の交流
の推進

教育，医療，福祉
等の関係機関と積
極的な情報交換を
行うことによって、
連携を強化する。

医療，福祉等の関
係機関，近隣の特
別支援学校と積
極的な情報交換
を行う。

関係機関，近隣の特別
支援学校等との定期
的な連絡体制を整え
る。

　月1回以上、受診同行や近隣の特別支援学校、浜田教育
センター、浜田教育事務所の巡回教育相談、本校教員によ
る関係機関への訪問を実施し、特別な教育的ニーズのある
生徒に対する実態把握や支援について各機関から助言を
いただいた。特に新任の特別支援学級担任に対してはほぼ
毎月関係機関や保護者に来校していただいた結果、自立
活動の内容が充実してきた。また、医療、福祉、教育の関係
者を招いてケース会を開いた。各関係機関ごとの役割分担
が明確になっただけでなく、学校ではできない支援につい
て引き受けてくださる機関があり、きめ細やかな支援の実施
が可能になった。しかし、連絡体制づくりができたのは、一部
の生徒に対してのみにとどまった。特別な教育的ニーズのあ
る生徒すべてに対して、関係機関との連絡体制を築いてい
きたい。

B

⑦
研
修

校内研
修の推
進

校内での研修を計
画的に行い，授業
力の向上に努め
る。そして，生徒
の「つながる力」を
育成する。

校内研修の充実
により，授業力の
向上をめざす。

授業改善アクションプ
ランの３つの具体的取
組（①「振り返り」の工
夫，②　自分の考えを
伝え合い，深め広げら
れる話合いの場の設
定，③今学んでいるこ
とが自分の将来，社会
とつながっていることを
意識できる授業づくり）
をもとに授業実践をす
すめ，校内研修を計画
的に行い，教職員どう
しが学び合う機会をも
うける。

  学校評価での「授業研究に努め、授業力の向上を図ること
ができたか」の肯定的評価の割合、前年度からの変容は、１
学期は94％→100％、２学期は100％→100％という回答であ
り、全ての教員が授業力向上を図ることができたと回答して
いる。
　教員アンケートで「自分の考えを伝え合い，深め広げられ
る話合いの場の設定」が「できた」・「少しできた」教員は約８
３％、「次の授業や家庭学習にいかされる『ふり返り』の工夫」
が「できた」・「少しできた」の回答は約７４％、「今学んでいる
ことが、自分の将来や社会とつながっていることを意識でき
る授業づくり」が「できた」・「少しできた」の回答は約９１％で
あり、指導方法の工夫がすすんでいる。
  キャリアパスポートの「つながる力」をみる設問で１学期から
２学期への生徒の変容をみると、「周りの人の意見を聞く時、
その人の考え方や気持ちを受け止めようとしましたか」の「よ
くできた」の回答が１年生で４９％→５６％、２年生で４０％→
４８％、３年生で７８％→７６％、「相手が理解しやすいように
工夫しながら、自分の考えや気持ちを伝えようとしましたか」
の「よくできた」の回答が１年生で３６％→４９％、２年生で２
６％→３９％、３年生で５７％→６３％、「自分から役割や仕事
を見つけ、分担するなど、周りの人と力を合わせて行動しよう
としましたか」の「よくできた」の回答が１年生で３６％→６
７％、２年生で２６％→５５％、３年生で５７％→７４％となって
いる。２学期を終えて、少しではあるが、「つながる力」に対
する意識が高まった生徒が増えている。
　また、授業で「つながる力」をつける実践が定着しつつあ
る。今後は、より多くの生徒が互いの考えを伝え合い、深め
広げられるように「話し合いの基本形」の活用実践とその紹
介をすすめたい。

A

　教員の指導方法に工夫がみられ、授業力の
向上ができており、3年生のアンケート結果から
も，「話し合い，振り返りがよくできている」という
評価が伸びている。公開授業や校内研修など
を通して教員同士が切磋琢磨し，授業力の向
上に数字としても表れてきたことは大いに評価し
たい。生徒の「授業内容がよくわかる」という評価
が多くなっているのは教員の努力の成果であ
る。今後も引き続き頑張ってほしい。またキャリ
アパスポートの「つながる力」に対する生徒の意
識づけも徐々にではあるが高まりつつある。授
業改善アクションプランのすべての授業を通し
ての実践が効果を発揮してきていると思う。学び
が将来自分にとってどのように役に立ち，社会
に貢献できる人になっていけるのかを授業を通
してお伝えしてもらいたい。

A

授業改善アクションプランの授業改善
の３つの柱を全教科でより意識した取
組を続けていく。
　言語活動の充実のためには，１人１人
が自分の考えをもつことが大切となる。
考えを持つためには基本的な知識が
必要となる。授業での「ふり返り」を工夫
し，家庭学習の充実につなげ，基本的
な知識の定着をすすめていく。
　また，今学んでいることが，自分の将
来や社会とつながっている例を授業で
紹介し，学習意欲の向上にもつなげた
い。
　先生方の授業力向上意欲の高さを活
かして，「ふり返り」や「自分の考えを伝
え合い，深め広げられる話し合いの
場」，「学んでいることが，自分の将来や
社会とつながっていることを意識できる
取組」等を情報交換し合うことで「言語
活動の充実」にむけた授業改善をすす
めていく。
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Ａ
学校だより，学級通信，ＨＰ等による有益
な情報を定期的に発信

Ｂ学校だより，学級通信，ＨＰを定期的に発
行・更新

Ｃ
学校だより，学級通信を定期的に発行，Ｈ
Ｐは時々更新

Ｄ学校だより，学級通信を定期的に発行，Ｈ
Ｐは更新できず

Ａ幼小中高の計画的な交流により連携が充実

Ｂ幼小中高の計画的な交流を積極的に実施

Ｃ幼小中高の交流を実施

Ｄ幼小中高の計画的な交流が不十分

幼小中高との交流・情
報交換会，授業公開を
積極的に行う。また，
異校種間の共通課題
の克服のため保護者
への啓発活動をより進
める。

　中学校区内の小学校との交流は，小
中連携の組織ができたことで，年度当
初から計画的に連携を進める体制がで
きた。今後は，部会での連携をより密に
取っていきたい。
　情報教育に関しては，新型Ｂコロナ感
染症の影響もあり，十分な啓発を行うこ
とができなかったが，次年度はＧＩＧＡス
クールのスタートとなる年でもあり，学校
での情報教育を計画的に進めるととも
に，より一層の啓発を「ネット利用の家
庭内の約束」の利用を図っていきたい。

B

　多くの学校行事の自粛の中、本校からの情報
発信も今年も学校だよりの発行やホームページ
の更新は計画通りできており，いろいろな情報
を的確に得ることができた。また，ホームページ
で校歌を掲載した結果，卒業生から思わぬ反響
をいただいたことはこれからのホームページで
の発信の影響力を感じさせた。ホームページの
有効な活用がほぼ確立されてきたが、ホーム
ページに載せる内容について、生徒や学校関
係者などからの情報や意見などを取り入れた利
用ができないだろうか。今後より一層の充実を望
む。紙媒体とメール配信システムの併用により、
保護者等への連絡がより確実となったことは有
意義であると思う。メール配信システムの有効な
活用によって，緊急時のみならず学校の諸活動
の連絡にも役立てることができたことは喜ばし
い。今後も全教職員がスキルを身に付け，確実
な情報発信につなげていってほしい。

A

　次年度においても，月の行事予定，
学校だよりの公開は定期的に継続して
いく。さらに，今年度公開できなかっ
た，学校でのトピックスや部活動，生徒
会活動での情報発信を積極的に行うよ
うにする。
　メール配信システムは，緊急時以外
でも積極的に活用できるように，職員全
体に周知していく。

⑧
保
護
者
、

地
域
住
民
等
と
の
連
携

情報公
開の推
進

学校教育の内容
や計画を広く情報
発信する。

学校だより，学級
通信等を定期的
に発行し，ホーム
ページの更新を適
宜行う。

年間計画に沿って，学
校だより，ホームペー
ジ等で定期的に情報を
提供する。ホームペー
ジについては，載せる
内容について教職員
から意見をもらい充実
させていく。また，メー
ル配信システムを緊急
連絡だけでなく，諸活
動の案内としても有効
に利用する。

　今年度も、ＨＰは毎月1回の学校だより、月の行事予定表
を定期的に更新することができた。しかしながら，その他、生
徒会活動，部活動の大会結果報告，玉江大会等について
は新型コロナ感染症のために開催されず，活動の様子を発
信することができなかった。
　活動が自粛される中，ＨＰでは伝えられない内容について
は学校だよりの中に掲載され，各学年様子については学年
主任や各学級担任が通信を作成して伝えることができた。
昨年度ＨＰから校歌を聴くことができるようにしたが，本校第5
期卒業生の方から自作でアレンジした江中校歌の楽譜を送
付して頂くなどＨＰの影響力を感じることができた。さらに，よ
り効果的に，広く地域の方にも伝えられるように取り組みた
い。
　メール配信システムについては、緊急時以外（部活動、参
観日など）にも利用することができた。紙媒体でのお知らせ
に加えて，メールを発信することで，提出物等の連絡が確実
となり，効果を上げることができた。

　中学校区内の小学校との交流については、今まで2月に
行っていた出前授業の形態を変えて，10月に中学校に集合
する形で「授業・部活動体験」を行った。小中連携のための
組織を発足させて，行事などの調整を行う教務部会，キャリ
ア・パスポートの連携を図るふるさと・キャリア教育部会，特
別支援教育のスムーズな接続を図る特別支援教育部会が
それぞれ開催された。
　例年続いている江津中校区全体で行ってきた「ネット利用
の家庭内の約束」づくりは，新たに江津市全体で取り組むこ
ととして新しいチラシを作成し，情報モラル講演会などでも
啓発を行ったが，コロナの影響もあり保護者，地域への啓発
は十分に行うことができなかった。
　高校との連携では、運動部の交流を引き続いて行った。幼
稚園とは、職場体験や保育実習等で充実した交流ができ
た。
　生徒指導面の連携では、生徒指導主事、主任同士の学校
警察連絡協議会での情報交換や、月例の校長会，教頭会
等で情報や指導事項の共有に努めた。

A

　校区内小学校の６年生が中学校に集まる形で
「授業・部活動体験」を行ったのは新しい試みで
よいと思う。また、中学校区の小学校との小中連
携を図る組織を立ち上げ，各部会の会議が活
発に開かれたことは大いに評価できる。この組
織がより有効に機能していくように充実させてほ
しい。キャリア・パスポートについては，上級校と
の連携となるので，子どもたちのためになると思
う。期待する。「ネット利用の家庭内の約束」は
江津市内小中学校で取り組むことになった。形
骸化しつつある現状からより有効な見直しを図
り，PTAと連携を密にして約束がきちんと守れる
ような取り組みを改めて構築してほしい。ネット
利用の問題は低年齢化していて，小学校でも問
題になっている。小学校との連携をより強化して
いかないとますますトラブルが増加していく危険
性を感じている。保護者も含めての更なる情報
モラル教育を望む。幼小高との連携・交流は
徐々に深まっていると感じる。今後も情報交換
を密にして，これからの子どもたちの健やかな成
長のために役立てていってほしい。

A

学校間
の円滑
な連携・
連動の
推進

異校種間の連携・
連動を図り，生徒
の人間力の向上
を目指す。

幼小中高の連携・
連動を密にして，
学校間の円滑な
連携に努める。
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